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論文審査の要旨（400字以内） 

 

ヒトの痛覚認知メカニズムを解明する研究においては痛覚を伝える神経線維

である Aδ線維や C 線維を選択刺激する必要があるが second pain を伝える C

線維を安定して選択的に刺激する方法は存在しない。 

申請者は皮膚浅層を刺激する同心針電極（表皮内電気刺激電極）を作成し、C

線維刺激に対応した誘発脳磁場を電気刺激で初めて計測し、レーザーによる放

射熱刺激を用いた先行研究と同様の潜時、信号源であることを示した。 

本研究により示された刺激方法は、熱平衡に時間を要し、構成機器が複雑で高

価なレーザー刺激装置の問題点を解決している。本研究は Aδ線維と C 線維と

いう 2 つの痛覚関連線維の神経終末の皮膚内深さの相違を示唆するとともに慢

性疼痛の病態生理の解明や末梢神経障害の早期診断に対して重要な貢献をなす

と考えられ、学位の授与に値するものと考えられる。 
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